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［サイニイ］

CiNii NII 論文情報ナビゲータ論文情報

大規模な論文書誌
データベース

日本の学協会誌

研究紀要

国立国会図書館

雑誌記事索引
引用リンク

引用文献、被引用文献の表示も

書誌からフルテキストへ

収録雑誌の所蔵情報へも

論文情報の
ポータルサイトへ

【18,000誌・1100万論文】

【3,300誌・300万論文】

【1,700誌・120万論文】

http://ci.nii.ac.jp/

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
GeNiiの1つめのサービスとして、論文情報を集めた「CiNii」を紹介します。CiNiiは、日本の学協会誌、研究紀要、国立国会図書館雑誌記事索引データベースなど、日本で刊行された学術雑誌論文を採録した大規模なデータベースです。このうち、約1/4は本文を参照できます。約1/10はその論文が引用している文献を参照したり、引用されている文献を参照したりして、よく引用されている論文や、その論文が関連する分野の動向などを知ることができます。
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本文ダウンロード数

検索数
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検索回数 本文ダウンロード回数

2005年度 2006年度 2007年度

2006年12月～翌１月
画面リニューアル
抄録無料公開化

２００７年４月
Google連携開始

CiNii/ELSの利用状況の経年変化



登録ユーザ数の推移
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参加機関数と登録論文の推移
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CiNii利用料金（本文）

学会単位 雑誌単位

有料 定額許諾 無料

学会単位 雑誌単位

無料 178 462
機関定額許諾 113 401
有料 38 156 平成19年度集計

約半数の本文データは無料提供
さらに定額契約により，本文データの大半が個人の課金な
しで利用可能。
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